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新年の名刺交換会

恒例の名刺交換会をつぎのとお

り行ないますD 参加を希望される

方は、会費 )00円をそえて、 11月

初日までに大村市役所総務課に申

し込みくだきい。

日時昭和40年 1月 1日午前11時

場所大村市中央公民館

…
た
の
ま
れ
て
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
υ

O 

基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

今
年
九
月
十
五
日
現
在
で

調
製
し
ま
し
た
基
本
選
挙
人

名
薄
を

つ
ぎ
の
と
治

b
縦
覧

に
供
し
て
い
ま
す
。

マ
縦
覧
期
間

十
一
月
ト
十
九
日
ま
で

マ
時
間
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
(
市
役
所

二
階
)

左
島
、
各
出
張
所
に
は
関

係
区
域
分
の
名
簿
抄
本
を
備

え
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

11月は子供を交通事故

からまもる月間

w右歩け治しえて無事を祈る母 H

子供の交通事故は増加しています。

大村市内でも 10月末現在で31名の子供が交

通事故の犠牲となり .その内 2名の即死者

を出しています。

激増する交通事故のなかで とくに子供

の事故だけでは「大人の注意で防ごう」と

11月を「子供を交通事故からまもる月間」

と定め 県民運動が展開される ことに友 b

ました。

みんなの注意で

ましょう。

子供を事故からまも b

E -雇E量置盃B 軍

今月は市県民税の第3期分と

国民健康保険税の 4期分を納め

る月です。

市民のみなさん、忘れずに早 ，

めに納めてください。

原 因 JJIj |人員 |備 考

とび出し I 10名 | 死亡 1名

自動車に同乗中 8名 |

道人歩絡遊きび〉 L幼児のー I

自転車に乗って 1名 l
横断歩道を渡っていて I 5名 | 

こ
と
し
も
年
賀
状
の
売

D

出
さ
れ
る
季
節
に
な

b
ま
し

た
。
と
く
に
こ
と
し
は
例
年

よ
b
早
く
売
b
出
さ
れ
、
十

一
月
十
二
日
か
ら
と
な
っ
て

市
内
原
口
郷
末
岡
滝
十
さ
宗
い
ま
す
。
発
売
枚
数
も
昨
年

ん
は
日
本
赤
十
字
社
々
資
と
よ
り
一
億
二
千
万
枚
増
え

τ

し
て
五
万
円
也
を
十
月
二
十

れ
十
億
六
千
万
枚
と
な

b
ま
す

四
日
特
別
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
こ
の
う
ち
六
億
一
千
万
枚
に

ご
は
、
一
円
の
寄
付
金
が
つ
け

.
県
民
手
帳
を
あ
っ
せ
ん

ら
れ
て
治
b
、
社
会
福
祉
事

業
や
、
災
害
対
策
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を

こ
ら
し
た
私
製
は
が
き
を
使

用
し
て
年
賀
状
を
出
す
人
の

た
め
に
、
い
ち
い
ち
切
手
を

は
ら
、
な
い
で
す
む
「
特
別
意

匠
入

b
料
金
別
納
」
と
い
う

便
利
で
趣
き
の
あ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。年

賀
状
は
告
そ
く
と
も
十

二
月
二
十
二
日
ま
で
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

-
社
会
福
祉
事
業
資
金
に

寄
付

市
内
水
田
町
中
尾
道
子
さ

ん
は
七
月
二
十
五
日
、
夫
幸

治
さ
ん
の
忌
明
に
弐
万
円
、

池
田
郷
深
浦
直
さ
ん
は
母
ム

ラ
さ
ん
の
忌
明
に
弐
万
五
千

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

-
日
本
赤
十
字
社
々
資

と
し
て
特
別
寄
贈

市
で
は
昭
和
四
十
年
版
県

民
手
帳
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
市

企
画
室
ま
で
早
自
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

価
格

1
九
十
円

大
き
さ
H

ポ
ケ
ッ
ト
型

表
紙

1
ピ
ニ
シ

l
ト
さ
し
込

式

(
名
刺

・
定
期
券

入
れ
に
代
用
で
き
る
〉

内
容
H

日
記
篇
、
名
簿
篇
、

資
料
篇
、
生
活
篇
な

ど
豊
富
な
資
料
が
集

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
賀
は
が
き
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間
間
関
白

o
s
l
r
a
s
e

h 
ソ

-
市
営
住
宅
の
入
居
者

家
賃

を
募
集

小
路
口
に
三
十
戸
と
乾
馬

場
に
四
戸
(
い
づ
れ
も
簡
易

耐
火
構
造
平
家
建
)

の
市
営

住
宅
が
で
き
あ
が

b
ま
す
の

で
入
居
者
を
つ
ぎ
の
要
領
で

公
募
し
ま
す
。

開
聞
闘
盟

o
s
l
r
a
s
e

-を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
こ
と
。

同
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
、

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

(
未
届
の
妻
を
含
む
)
が

あ
る
こ
と

付
入
居
を
希
望
す
る
者
、
(
同

居
親
族
の
収
入
も
合
算
す

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

小
路
口
住
宅

二
千
百
五
十
円

乾
馬
場
住
宅

二
千
三
百
五
十
円

問
ど
り
六
帖
・
四
帖
半

入
居
者
資
格
住
宅
に
困
つ

て
い
る
人
で
、
つ
ぎ
の
条

件
を
そ
な
え

て
い
る
人

刊
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

i問手口33年 4rJ22仁i第三植郵便物認可

オ
リ
ン
ピ

v
ク
東
京
大
会
は
、
世
界
の
健
康
な
若

人
を
集
め
て
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
十
一
月
八
日
か
ら

十
四
日
ま
で
の
一

週
間
、
国
立
大
競
技
場
で
世
界

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す

パ
ラ
日
ノ
ン
ピ
γ

ク
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

耳
新
し
く
、
ど
の
よ
う
な
人
が
、
ど
の
よ
う
な
目

的
で
、
競
技
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
を
も
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。

パ
ラ
リ
ン
ピ

v
ク
は
い
わ
ゆ
る
身
体
障
害
者
の
五

輪
と
い
う
こ
と
で
可
〉
河
K

戸
市
戸
切
の
H

〉

(
下

半
身
不
髄
)
と
O
ド
吋
宮
市
岡
の
と
を
組
合
せ
競

っ
た
も
の
で
上
半
身
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
技
を
競

い
ま
す
。
ま
た
た
ん
に
勝
敗
を
き
め
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
う
し
た
不
自
由
な
体
を
克
服
し
、
競
技

を
行
な
う
精
神
が
そ
の
ま
L

多
〈
の
障
害
者
に
と

ヮ
て
社
会
復
帰
へ

の
希
望
と
な
る
こ
と
を
願
う
国

際
的
な
催
し
で
あ
り
ま
す
。

世
界
各
国
か
ら
二
十
三
カ
国
で
三
百
七
十
名
の
参

加
が
予
定
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
五
十
名
が
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
な
や
か
な
オ
リ
ン

ピ
γ

ク
大
会
の
か
げ
に
、
こ
の
よ
う
な
ま
た
這
っ

た
形
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
の
意
義

に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
は
よ
く
考
え
て
み
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

心
身
と
も
に
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ

と

l
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
の
ね
が
い
で
す

し
か
し
、
不
幸
に
も
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
希

望
を
み
た
さ
れ
な
い
人
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
人
一
倍
の
努
方
を
は

ら
っ
て
H

杜
会
復
帰

山
へ
の
た
め
に
心
身
の
訓
練

を
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
で
す
。
パ
ヲ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
生
活
や
職
業
そ
の
他
の

面
で
身
体
の
不
自
由
な
方
々
へ
あ
た
た
か

い
心
と

励
ま
し
を
持
ょ
う
つ
と
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す

コ

る
〉
の
三
十
八
年
十
一
月

か
ら
三
十
九
年
十
月
ま
で

の
総
収
入
が
つ
ぎ

の
額
を

超
え
な
い
こ

と。

額入ワ九
日
HHι総問年

3 L 0，0 DO円

350，000円

380，000円

431，111円

464，444円

扶養親族数

人

人

人

人

人

申
込
書
交
付
と
公
募
期
間

十
一
月
十
四
日
か
ら
十
一
月

二
十
一
日
ま
で

申

込

場

所

市

役

所
市
民
課

又
は
各
出
張
所

抽
せ
ん
の
日
時
と
場
所

十
一

月
二
十
四
日
午
前
九

時

大

村

市

役

所

中
広
告
く
わ
し
い
こ
と
は
市

の
建
築
課
へ
問
い
合
せ
て
く

だ
さ
い
。

置
助
産
費
と
葬
祭
費
の

給
付
額
が
変
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
で
は
、
い

ま
ま
で
、
被
保
険
者
の
出
生

(
死
産
を
含
む
〉
と
死
亡
に
対

し
、
一

件
当

D
助
産
費
千
五

百
円
、

葬
祭
費
千
円
を
給
付

し
て
お

b
ま
し
た
が
、

こ
の

た
び
被
保
険
者
の
ご
要
望
に

応
え
る
た
め
、
十
月
二
十
日

か
ら

の
出
産
、
死
亡
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
二
千
円
を
給
付

す
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た

手
読
き
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
印
鑑
持
参
の
上
市
民

課
で
そ
け
取

っ
て
く
だ
さ
い

助
産
費
出
生
届
、
母
子
手

帳
、
国
保
被
保
険
者
証
、

助
産
費
支
給
申
請
書
を
提

出
の
こ
と
。

葬
祭
費

死
亡
届
、
国
保
被

保
険
者
証
、
葬
祭
費
支
給

申
請
書
を
提
出
の
こ
と
。

な
お
申
請
書
用
紙
は
各
出

張
所
か
市
民
課
に
備
え
て
あ

り
ま
す
c

-
華
道
の
展
覧
会

大
村
市
連
合
華
道
展
覧
会

が
び
ら
か
れ
ま
す
。
治
さ
そ

い
あ
わ
せ
お
出
か
け
下
さ
い

会
場
中
央
公
民
館
ホ

l
ル

日
時
十
一
月
十
四

H
か
ら

十
五
日
ま
で
時
間
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

-
第
三
回
目
の
中
小
企

業

し
た
い
す
る
融
資

あ
っ
せ
ん

年
末
の
運
転
資
金
融
資
の

緩
和
対
策
と
し
て
次
の
要
領

で
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

借
入
申
込
資
格

市
内
に
住
所
及
び
庖
舗
を

有
し
、
原
則
と
し
て
一

年

以
上
の
事
業
を
営
む
中
小

企
業
者
。
資
金
の
使
途
は

運
転
資
金
に
限
り
ま
す
。

貸
付
条
件

ω限
度
額
三
十
万
川
以

内
。
た
だ
し
、
本
制
度
前

固
ま
で
の
貸
付
残
額
と
の

合
計
が
五
十
万
円
を
超
え

、
泣
い
金
額
と
す
る
。

ω融
資
期
間

一
カ
年
以

ム内ω利
率
日
歩
二
銭
士
一
一
毘

ω保
証
人
連
帯
保
証
人

二
人
以

k

ω返
済

方

法

分

割

払

ω原
則
と
し
て
信
用
保
証

協
会
の
保
証
を
付
け
る
。

申
込
所
六
村
商
工
会
議
所
・

申
込
期
間
十
一
月
十
二

H

よ
b
十
一
月
二
十
一
日
ま
で

、」


